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Abstract
As William L. Stull and Maureen P. Carroll predicted in 2006, the publication of Beginners in 2009 has 

caused a great change in Raymond Carver studies. The purpose of this study is to participate in the change, 
examining Beginners’ version of “Why Don’t You Dance?”. Over the past few decades, a considerable num-
ber of studies have been conducted on the analysis of the edited version of the story. What seems to be lack-
ing is careful textual examination. This study concentrates on the first paragraph of the story. In order to pres-
ent a new reading of the text, the study introduces the concept of intertextuality.

The study discusses two images in the first paragraph; the one is “stripped candy-striped sheets”, and the 
other is “nightstand and reading lamp”. Both of them are examined in detail by rubbing together with other 
texts. In analyzing former expression, I refer to The Catcher in the Rye by J. D. Salinger and “The Flag” by 
Ernest Howard Crosby. In analyzing latter expression, I pay attention to “Cat in the Rain” by Ernest Heming-
way. By introducing the concept of intertexuality, new reading with texual and biographical evidences will be 
possible.  Also, I emphasize the importance of a definite and an indefinite article in the text. 

Now that we can trace Carver’s biography in detail owing to Raymond Carver by Carol Sklenicka, inter-
texual reading should be done thoroughly and this study intends to be an example of such reading.

はじめに

Raymond Carverの研究は 2009年に Stullと Carrollによって What We Talk About When We Talk About 
Love（1981）（以下 WWTと略する）のオリジナル原稿である Beginnersが出版されたことによって大きな
転換期を迎えている1）．Carverの原稿に編集者 Gordon Lishが大幅な削除・加筆を行っていたことが
1989年に Daniel. T. Maxによって明らかになって以来，Lishによる改変の問題は Carver研究において避
けて通ることができない課題となっていた．Beginnersの出版により，オリジナルのテクストと Lishの
改変を経たテクストとの詳細な比較が可能となり，WWTのテクストのみを対象にしてきたこれまでの
読みの枠組みを超えた，新たな読みの可能性が開かれた2）．本稿では WWTの中でも評価の高い “Why 
Don’t You Dance?”（1977）（以下WDDと略する）の Beginners版を取り上げ，特に冒頭の部分の分析を
中心に，間テクスト性や冠詞の使用例を手掛かりに，新たな読みの可能性を探る．

D02776_05-山根明敏.indd   33 2013/02/05   18:16:57



（山根）

－ 34 －

1．隠された意匠（1）― “stripped” “candy-striped” “chiffonier”

以下の引用は Beginners版のWDDの第一段落である．

In the kitchen, he poured another drink and looked at the bedroom suite in his front yard（1）. The mattress 
was stripped and the candy-striped sheets lay beside two pillows on the chiffonier（2）. Except for that, things 
looked much the way they had in the bed room︲nightstand and reading lamp on his side of the bed, a 
nightstand and reading lamp on her side（3）. His side, her side（4） He considered this as he sipped the 
whiskey（5）. The chiffonier stood a few feet from the foot of the bed（6）. He had emptied the drawers into 
cartons that morning, and the cartons were in the living room（7）. A portable heater was next to the chiffonier
（8）. A rattan chair with a decorator pillow stood at the foot of the bed（9）. The buffed aluminum kitchen set 
occupied a part of the driveway（10）. A yellow muslin cloth, much too large, a gift, covered the table and 
hung down over the sides （11）. A potted fern was on the table, along with a box of silverware, also a gift
（12）. A big console-model television set rested on a coffee table, and a few feet away from this, a sofa and 
chair and a floor lamp（13）. He had run an extension cord from the house and everything was connected, 
things worked（14）. The desk was pushed against the garage door（15）. A few utensils were on the desk, 
along with a wall clock and two framed prints（16）. There was also in the driveway a carton with cups, 
glasses, and plates, each object wrapped in newspaper（17）. That morning he had cleared out the closets and, 
except for the three cartons in the living room, everything was out of the house（18）. Now and then a car 
slowed and people stared（19）. But no one stopped. It occurred to him that he wouldn’t either（20）.

（WDD 1）（各センテンスに付されている番号はすべて論者による）

（2）の文において“stripped”と“candy-striped sheets”という表現が一文の中に並置されていることは注目
に値する．先行研究はこの問題を十分に吟味しているとは言いがたいが 3）Ayala Amirはこの表現に着目
し，“stripped”と“stripe”の頭韻を指摘している（54）．Carverはなぜ“stripped”と”candy-striped”の表現に
こだわったのだろうか．この基本的な問いは政治的な意匠を読み取ることによって解決される．その鍵
となるのは”candy-striped”という形容詞である．この語はキャンディーに見られる，明るい色と白の太
い縞模様を示し，その典型的な例の一つが星条旗（Stars and Stripes）の赤と白の13本のストライプである．
“candy-striped sheets”を星条旗と解釈すると，それが“chiffonier”の上に置かれているのも偶然ではな
い．OEDは“chiffonier”の語義に“rag picker”をあげている．また Wikipedia（英語版）の“chiffonier”の項目
には “Its name（which comes from the French for a “rag-gatherer”）suggests that it was originally intended as a 
receptacle for odds and ends which had no place elsewhere”という記述がある．
“chiffonier”は J.D.Salingerの The Catcher in the Rye（1951）の中で数か所言及される．一度目の言及は
語り手 Holden Caulfieldが Spencer先生の自宅に，退学処分になったことを告げに行く場面で行われる．
Spencer先生がHoldenのエジプト人に関する歴史の答案を保管していたのが他ならぬ“chiffonier”である．

‘You glanced through it, eh?’ he said︲very sarcastic. ‘Your exam paper is over there on the top of my 
chiffonier. On the top of pile. Bring it here, please.’（9）

Holdenは自分の答案を“turd”（10）と形容する．また彼は，楽しげに答案を読み上げる Spencer先生に
対して，あからさまな嫌悪感を示している．答案はこの後 Spencer先生によってベッド目がけて放り投
げられる（11）．“chiffonier”は Holdenの部屋に Ackleyが来る場面で再び言及され，Ackleyは普段から快
く思っていない Stardlaterの“chiffonier”の上にあるサポーターを取り上げベッドに放り投げ（19），
“chiffonier”の上のマイナスのイメージを帯びたものがベッドに放り投げられる，というパターンは繰り
返される．更に，Holdenが売春婦の Sunnyをホテルの部屋に呼ぶ場面において，”chiffonier”は財布の入っ
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た場所として再び言及される（88）．性行為には至らなかったものの Sunnyに払った 5ドルの入った
Holdenの財布が“chiffonier”の中にあった事は興味深い．この後 Holdenは罪悪感に苛まれ，イエスがユ
ダを地獄に送ったはずがないと，自分に言い聞かせるように想像する．Holdenはユダがキリストを金
で売ったことに，自分が Sunnyを金で買おうとしたことを重ね合わせ，自らの救済の可能性を探って
いるのである．また 5ドルという金額は，Pencey校の卒業生で格安の葬儀会社を経営する人物である
Ossenburger が死者 1名について 5ドルで葬儀を行っていた金額（14）と符合する．以上のことを考えあ
わせるならば，この場面においても“chiffonier”に入っていた財布がマイナスのイメージを帯びているこ
とがわかる．以上の考察から，Salingerが“chiffonier”の“rag picker”あるいは「ガラクタ入れ」という意味
を念頭において作品の中で用いている可能性は大きい．

Carverの Salingerに対する言及は多くはないものの，独自のストーリーを持った作家として高く評価
していたことは明らかである（Conversations with Raymond Carver 57）．また Lishは主催する Why Workの
原稿依頼を Salingerに行い，本人から拒否する電話を受けたという経歴の持ち主であり，拒否されたに
もかかわらず本人からの電話を喜んだというエピソードがある（Sklenicka 151）．The Catcher in the Rye
が 1950年代，60年代前半のアメリカ人に与えた影響の大きさを考え合わせるならば，Carverが The 
Catcher in the Ryeを読んでいたことはほぼ確実であり，“chiffonier”がマイナスのイメージを持つものと
結び付けられ，繰り返し用いられていることに彼が気づき，自らの作品に取り入れた可能性は十分ある．
以上のように考察するならば，（2）の文から，「星条旗がガラクタ入れの上に置かれていると」いう，

隠された意匠を読み取ることが可能である．それはさらに“stripped”という表現と響きあい，「剥ぎ取ら
れた星条旗」，というイメージを喚起する．ここで二つ目のテクストを導入する．Ernest Howard Crosby
の“The Flag”（1902）である．

Who has hauled down the flag?
Is it the men who still uphold 

The principles for which it stood;
Who claim that ever as old

Freedom is universal good?

Or is it those who spurn the way
That Washington and Lincoln trod;

Who seek to make the world obey,
And long to wield the master’s rod?

Who boast of freedom, but prepare
Shackles and chains for distant shores,

Who make the flag the emblem there
Of all that Liberty abhors?

These have hauled down the flag!　　（26-27）

大井浩二はこの詩をMark Twainの米西戦争に反対する文章と関連させて論じ，「この詩において，ト
ウェインの場合と同じように，星条旗が専制と抑圧のシンボルとなっていることは言うまでもない」と
指摘する（43）．最初と最後の行で，星条旗を引きずり下ろすという表現が繰り返し用いられ，誰が引き
摺り降ろしたのかが問われている．「引きずり降ろされた星条旗」というイメージで，ベトナム戦争直後
に執筆されたWDDと米比戦争を批判した“The Flag”とは響き合っている．Carverのベトナム戦争に対
する姿勢に関しては，Sacramento State Collegeに滞在中詩“On the Pampas Tonight”により反戦の立場を明
確にし，Gary Thompsonをはじめとする反戦詩人たちとの交流を持つ一方で，反戦詩の朗読会には参加
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しなかったという興味深い指摘がある（Sklenicka 124）．
Crosbyは反戦詩“The Flag”において，「自由」が米比戦争において戦争の口実として用いられたことを
批判した．ベトナム戦争にアメリカが介入する主な根拠としたのが，共産主義から「自由」を守ることで
あったことを考慮するならば，Carverの周囲にいた反戦的な詩人たちが Crosbyの詩を読んでいた可能
性は十分にあり，彼らを通して Carverがこの詩の存在を知っていたとしても不自然ではない．
以上のような考察から，「引きずり降ろされた星条旗がガラクタ入れの上に置かれている」という意匠
を，Carverがあからさまにではなく，密かな形で忍びこませたことの理由が解明される．また 1960年
代にアメリカにおいて星条旗に対する侮辱が問題視され，1968年には The Flag Desecration Actが成立し
ていること（Testi 113）も考慮に入れる必要があろう．Lishがこの部分を全く改変していないことは，両
者が隠された意匠を密かに了解していた，言わば共犯関係にあったことを示唆するものである．
「引きずり降ろされた星条旗がガラクタ入れの上に置いてある」という隠された意匠は，一見何の変哲
もない状況描写に政治的な色彩を帯びさせる．WDD第 1段落の（5）の部分に始まり作品の中で繰り返
される現実逃避としての「飲酒」という行為は，ベトナム戦争の前線に送られたアメリカ兵の多くが，現
実逃避のために酒やドラッグを常用していたことと重なる．また冒頭の部分で示唆されている離婚は（こ
の，作品では中年男性と相手の女性が夫婦関係にあったのかどうかは明示されてはいないが）ベトナム
戦争の帰還兵に多発した問題である．このように考えるならば，Carverは書き出しのわずか 5文でベト
ナム戦争により疲弊しきったアメリカの姿を，“yard”という極小の空間に凝縮して表現することに成功
していると言えよう．

Lishと Carverが政治性という問題で必ずしも一致していたわけではないことは，Beginners版テクス
トのWDDの後半部分の分析，及びそれに対する Lishの改変を検証することで明らかとなる．中年の
男（Beginners版ではMax）がカップルにダンスするよう勧める場面で，“It’s my driveway. You can dance.”
（5）と発言する．さらに若い女性（Beginners版では Carla）とMaxが踊る部分では，近隣の住民の視線を
気にする Carlaに対し，“It’s my driveway. We can dance.”（5）と“driveway”という表現を繰り返している．
また CarlaがMaxとの出会いで感じたものを何とかして他者と分かち合おうとする結末の部分において
Carla は，“All his belongings right out there in his yard. I’m not kidding. We got drunk and danced. In the 
driveway.”（6）と発言しMaxのみならず Carlaも“yard”と“driveway”を厳格に区分して用いていることが
わかる．
何故 Carverは“yard”と“driveway”の区別にこだわったのであろうか．この問題を考察するにあたって
は，作品を生み出すもとになっているエピソードを考慮する必要がある．CarverはWDDに関するイン
タビューに答え，作品を執筆する契機となったエピソードが Lindaという bar maidが酒に酔い“back 
yard”にすべての家具を置いたことであったことを語っている（Conversations with Raymond Carver 42）．
“yard”は本来，“front yard”（前庭）と“back yard”（裏庭）の両方を指す表現として用いられる．“back 
yard”には「縄張り」の意味があり，アメリカ合衆国の中南米諸国に対する帝国主義的な政策に対してし
ばしば用いられる．Carverは「自分の縄張り（影響下にある国）では何をしてもよい」という解釈が生ずる
ことを危惧し，“yard”と“driveway”を厳格に区別し用いている可能性がある．Lishの改変を見てみよう．
Lishは中年の男（Lishは名前を明らかにしていない）がカップルに踊るよう勧める発言を“It’s my yard. 
You can dance if you want to.”（WWT8）と“driveway”を“yard”に書き換え，さらに中年の男と若い女性
（Carlaという名前を Lishは消去している）がダンスする際の発言を“It’s my place.”に書き換え（WWT8）,
自分の所有地であることを強調する改変を行っている．この改変は Carverが恐れていた政治的解釈を
生み出す可能性に対し，Lishが鈍感であったことを示すものである．

2．隠された意匠（2）―「本を読む」という行為

WDDの第 1段落の（3）（4）の部分について分析する．まず最初に考察する必要があるのが，何故“night 
stand”と“reading lamp”が二つの版に共通して繰り返し用いられているのかという基本的な問題である．
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このことに関して Arthur F. Betheaは“Having sex and reading in bed seldom occur simultaneously, and the 
repetition emphasizes reading. The yellowness of the “muslin cloth, much too large” also suggests the relation’s 
decay（284）.”と興味深い指摘をしている．「本を読む」という行為が男女間の不和を表すという解釈を裏
付けるため，Ernest Hemingwayの In Our Time（1925）に収録された短編“Cat in the Rain”を三番目のテク
ストとして導入する．この作品では「本を読む」とういう行為が繰り返し現れる．引用部は結末に近い部
分におけるアメリカ人夫婦の会話である．

“And I want to eat at a table with my own silver and I want candles. And I want it to be spring and I want to 
brush my hair out in front of a mirror, and I want a kitty and I want some new clothes.”
“Oh, shut up and get something to read,” George said. He was reading again.　　（In Our Time 94）

“Cat in the Rain”に関しては様々な読みがなされているが，「本を読む」という行為が男女間のコミュニ
ケーションを阻害するものとして描かれているとういう点では研究者の間で大きな見解の相違は見られ
ない4）．Carverはインタビューの中でこの作品に繰り返して言及し，高い評価を与えている（Conversations 
with Raymond Carver 17）．
「本」について考察してみよう．WDDには“book”という語は一度も使われていない．しかし同じエピ
ソードから発想を得，先に執筆された Carverの詩“Distress Sale”には“boxes of assorted books and records”
（All of Us 5）“The man, my friend, sits at the table and tries to look interested in what he’s reading―Froissart’s 
Chronicle it is,”（All of Us 5）と二か所にわたる具体的な言及がある．CarverはWDDを執筆する際に
Hemingwayの“Cat in the Rain”を先行テクストとして意識し，既に男女間のコミュニケーションの断絶
の象徴として用いられている「本を読む」という表現をあえて避け，その代わりに「本を置く」場所として
の“nightstand”，「本を照らし出す」ものとしての“reading lamp”をイタリック体にして強調し，反復して
用いているという解釈が成り立つ．直後の文で男は現実から目をそむけようとするかのようにウイス
キーをすする．男に飲酒癖があること，さらに飲酒が現実逃避を目的に行われていることを考え合わせ
ると，“nightstand”の上に置かれていたものは本ばかりではなく，酒の入ったグラスであった可能性も
ある．このように考えるならば，“nightstand and reading lamp”の表現の背後に，語りの焦点である男が
思い描いていたのは，一つのベッドを共有しながらも，「本を読む」という行為によりそれぞれ別の世界
に閉じこもり，コミュニケーションを断った男女の姿であることがわかる．飲酒という行為が加わるこ
とにより，男女間の断絶はさらに深まる．そのように考えるならば，同じベッドに若いカップルが横に
なり会話する次に引用する場面は興味深い．Beginners版からの引用である。

“Come here , Jack. Try this bed. ① Bring one of those pillows,” she said.
“How is it?” he said.
“Try it,” she said.

He looked around. The house was dark.
②“I feel funny,” he said. “Better if anybody is home.”
She bounced on the bed.
“Try it first,” she said.

（中略）
“Kiss me,” she said.
 “Let’s get up,” he said.
“Kiss me. Kiss me honey,” she said.

She closed her eyes. ③ She held him. He had to prize her fingers loose.
He said, “I’ll see if anybody’s home,” but he just sat up.
The television set was still playing. Lights had gone on in the houses up and down the street. He sat on the 
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edge of the bed.
④“Wouldn’t it be funny if,” the girl said and grinned and didn’t finish.
He laughed. ⑤ He switched on the reading lamp.　　（2）

（下線及び番号はすべて論者による）

下線部①より，女性が男性と一つの枕で寝るという提案をしていることがわかる．作品の冒頭部分と
は対照的に，この場面では男女の肉体的・精神的な親密さが強調されている．引用文では会話が続き，
冒頭の部分で暗示されている男女間の言語的コミュニケーションの欠如した状況とは対極の状況が描か
れている．同時に下線部②④に見られる“funny”という形容詞を二人が別の意味で使っていること（下線
部②は「変な」下線部④は「面白い」という意味であろう）から，二人の間に言葉における擦れ違いがすで
に生じていることが示唆されている．二人のすれ違いは言語によるコミュニケーションのみならず，肉
体によるコミュニケーションに関しても当てはまる．女性は男性にキスをせまり二人の肉体的密着度は
高まるが，下線部③において男性は「指をはがす」ことにより女性のキスを拒絶する．Lishはこの部分を
削除し，その結果男性が女性を拒絶する姿勢は著しく弱まる．
下線部⑤の“reading lamp”をつけるという男性の行動は，既に考察したように“Cat in the Rain”との間
テクスト性を考慮するならば，言語及び肉体におけるコミュニケーションの遮断・拒絶という意味合い
を帯びている．Carverはこの部分で若いカップルが年配のカップルと同じ冷めた関係に陥る可能性を，
凝縮された表現で描いている．下線部⑤に関しては Lishは“The boy laughed, but for no good reason. For 
no good reason, he switched the reading lamp on.”（WWT5）と“reading lamp”をともすという行為を強調する
書き換えを行っている．この改変は下線部③の改変により弱められた，男性が女性を拒絶する姿勢を補
い，強調するものである．“reading lamp”に込められた意味に関して Lishは Carverの意図を理解してい
たと言えよう．

3．テクストの結束性の揺らぎ―冠詞からの考察

WDDの第 1段落における定冠詞及び不定冠詞を分析することにより，興味深い事実が浮かび上がっ
てくる．この作品における Lishの改変は WWTに収められた他の作品に比べて約 9パーセントと低いも
のであるが，第一段落における冠詞に関する改変はわずかに 1ヵ所だけである．

Carverは興味深い冠詞の使い方をしている．冒頭の二文において，“the kitchen”, “the bedroom suite”,  
“the mattress”, “the candy-striped sheets”, “the chiffonier”と初出の名詞にすべて定冠詞が用いられている．

Leechと Shortによると，定冠詞 theの機能は，文脈によってそれとわかるものを特定化することであり，
文脈のレヴェルにおける一貫性を表す傾向にある．その結果，語り手は背景知識を読者と共有するかの
ように振舞っているとみなされ，読者は周囲の背景知識になじんでいるかのような感覚にとらわれ，す
でに小説世界の住人となっているかのような感覚を持つに至るのである（24）．
しかし，そのような読者の感覚は（3）の文以降変化を余儀なくされる．（3）の“nightstand and reading 

lamp on his side of the bed, a nightstand reading lamp on her side of the bed”の部分において，前半では無冠詞
であるのに対し，後半では不定冠詞が用いられていることは注目に値する．前半部分が無冠詞なのは 
“nightstand”と“reading lamp”が一対と捉えられていることによる．後半では既に言及されている“reading 

lamp”と“night stand”が不定冠詞を伴って，新情報として示されている．Carverは女性の側の“nightstand”
と“reading lamp”を新たに立ち現われたものとして提示する．このことによって，語りの焦点である中
年男の，去って行った女性に対する心の揺らぎが暗示されている．その揺らぎは（5）のウイスキーを飲
むことにより一旦収まることが（6），（7）の文で名詞に定冠詞が用いられていることによりわかる．しか
し（7）の部分で引き出しを既に空にしていることを契機に，冠詞の使い方は大きく変化する．（8）の“A 
portable heater was next to the chiffonier.”の部分において，既知の情報から未知の情報へという通常の流
れが変化し，未知の情報から既知の情報へという逆の流れが生じている．このことにより，未知の情報
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が前景化される結果がもたらされ，読者の前には物がまず未知のものとして立ち現われ，既知の物と関
連付けられることとなる．同様のパターンは次の文にも引き継がれている．このような冠詞の用法は続
き，（13）の文ではすべての名詞に不定冠詞が付き，あらゆるものが新情報として提示され，物と物との
関係性が著しく不安定化する．直後に（14）の文があるのは興味深い．Carverは物と物との関係性の解体
のベクトルが頂点に達した時点で“extension cord”という人工的な結合のベクトルを挿入している．これ
により解体は停止し，（15）の文では定冠詞が復活し，（17）の文では新情報を違和感なく紹介する “there 
is”構文がこの作品で初めて登場する．さらに（20）の文においては，語りの焦点である男が，“yard”と
“driveway”に展開される光景を，車で偶然に通り合わせた他者の視点に自らの視点を重ね合わせて見て
いることが暗示されている．このことは，自分が置かれた状況を，男が距離をとって眺める余裕ができ
たことを示している．以上のように考察すると，Carverの冠詞の使用は綿密な計算に基づいたものであ
り，描写の背後にある語りの焦点である男の心の揺らぎは，テクストを丹念に読めば，テクスト内の因
果関係によって結び付けられたものであることが分かる．

Lishは（3）の文を“Except for that, things looked much the way they had in the bedroom︲night stand and 
reading lamp on his side of the bed, nightstand and reading lamp on her side.”と書き換え，不定冠詞を取り除
きバランスを重視する．この改変によって（9）の文以降におこる物と物との関係性の解体が唐突に起き
ることになる．さらに Lishは（4）の文 His side, her side.の部分を改行し強調するが，このことにより
Carverのテクストに見られる思考の連続性は失われている．また Lishは（14）を（18）の文の後ろに移動
させ，統合する力をより強調する書き換え“He had run an extension cord on out there and everything was 
connected. Things worked, no different from how it was when they were inside.”（WWT4）を行い，解体と統合
の力が均衡している状況を作り出す．Carverが語りの焦点である男の心の揺れを重視しているのに対し，
Lishが重視するのは表現上のバランスである．この改変によって（13）の部分で示されている物と物との
関係性の解体が，（15）以降の部分で再び結束の方向に向かうことの根拠が失われている．Lishのテクス
トでは物と物との関係性が何の前触れもなく解体し，唐突に回復されるのである．

結　び

間テクスト性を論ずるにあたって必ずと言って問題になるのは，テクストの作者が間テクストを実際
に意識していたかどうかという問題である．David Lodgeは間テクスト性に関して，Joseph Conradの
The Shadow-Line（1917）と Samuel Taylor Coleridgeの“The Rime of the Ancient Mariner”の間テクスト性を
論じ，テクストの中には Conradが Coleridgeに意図的に言及したのかどうかを示す明確な根拠はないと
述べ，意図的であったかなかったかということは興味深い問題ではあるが，追究しても作品の解釈には
大きな影響を及ぼさないと論じている（101）．また Kleppは間テクスト性を Carverの作品の解釈に導入
することの重要性を強調する一方で，間テクスト性を追求することの限界を指摘する（373）．しかし
Beginnersが刊行された同じ年に，Sklenickaによって Carverに関する詳細な伝記的事実が明らかにされ
ていることを考え合わせるならば，Carver研究において伝記的事実に配慮しながら間テクスト性を考察
することの意義と可能性は，拡大しつつあると言えよう．

注

1）  Stullと Carrollはこの変化を“the Copernican revolution”と表現している．
2）  改変を本格的に論じているのはMontiである．池田は改変に言及しながらも，それぞれ別個の版を独立した作
品として読むことを主張する（40）．

3）  先行研究として Nesset, Saltsman等を参照したが詳細な分析はない．上岡は WWT版のWDDの冒頭の部分を詳
しく論じているが，家具の細かい名称にはこだわらなくてよいと述べている．

4）  Lodgeは“Cat in the Rain”の「本を読む」という行為を“His reading of a book is a substitute for communication, and a 
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classic remedy for ennui.”（Working with Structuralism 32）と論じている．
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